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名古屋大学  工 学 部

電気電子情報工学科  6 名 エネルギー理 工 学 科  3 名

機械・航空宇宙工学科  5 名化 学 生 命 工 学 科 7 名

4 学科において学校推薦型選抜女子枠を設置



MESSAGES FROM  THE DEAN
工学部長からのメッセージ

名古屋帝国大学の誕生

初代総長・工学者 澁澤 元治
名古屋帝国大学の初代総長となったのが澁澤元治です。澁澤は、18 7 6 年、現在の埼玉県深谷市に豪農の長男として生まれました。かの澁澤
栄一はその伯父に当たります。本来は澁澤家の跡継ぎであった元治ですが、第一高等学校から東京帝国大学工科大学（現在の東京大学工学部）
に進み、電気工学を学びました。卒業後、栄一のすすめで欧米に４年近く留学したのち、19 0 6 年に逓信省に入り、官僚として日本の電気行
政の確立に大きな足跡を残しました。その一方で澁澤は、日本を代表する電気工学者でもありました。19 2 3 年には日本電気学会会長となり、
その翌年には東京帝国大学専任教授に就任、のち工学部長を務めました。19 2 9 年には世界の電気工学者にとって最高の栄誉であったアメリ
カ電気学会名誉会員に選ばれています。37 年に定年退官したのち、新設された名古屋帝国大学総長に任命されたのです。医学部と理工学部
の２学部で出発した名帝大ですが、理工学部はまだ名前だけで、東山キャンパスには何もなく、これから施設を整備し、教官を集めなければ
なりませんでした。澁澤が総長に任じられたのは、理工学部の創設にその学識や声望を期待されてのことと思われます。澁澤はその期待に応
え、19 4 0 年には理工学部を発足させ 42 年には理学部と工学部を分離独立させることに成功しました。戦争中のことだけに、その苦労がし
のばれます。敗戦後も、空襲で焼失した校舎の再建に奔走するとともに、GHQ によって廃止させられた航空医学研究所を環境医学研究所と
して発足させるなど、名帝大の復興に力を尽くしました。

初代総長   澁澤  元治
（19 3 7 年撮影）

化学生命工学科の研究風景

工学部長・大学院工学研究科長

202 0 年の東山キャンパス19 6 9 年の東山キャンパス名古屋帝国大学時代の工学部校舎（東山）

未来はみんなで創造するものです
複雑な社会課題の解決に取り組み、幸福な社会や未来の創造に貢献することは工学の重要な使命です。
よりよい未来を創るには、偏りのない多様な視点で課題を見つめることが必要です。

名古屋大学工学部推薦入試女子枠
私たちはもっと多くの女性に工学分野で活躍して欲しいという強い想いから、推薦入試女子枠を設置しました。
推薦入試女子枠は、あなたが高校から大学へ、そして社会へと羽ばたいていくための新しい道すじです。

あなたへのメッセージ
あなたが自分の将来を考えるとき、未来を創造する工学部を選択肢の一つに加えてみませんか？
あなたの一歩は世界を変える一歩になります。
その日が来ることを願い、私たちはあなたの成長を全力でサポートします。

教 授小 橋  眞

HISTORY

明治維新後の 18 7 1 ( 明治 4 ) 年、名古屋県 ( 一説に名古屋藩 ) は、名古屋藩種痘所の伊藤圭介ら先覚者の意見具申を容れて仮病院・仮学校を
設立し、西洋医学の社会への普及と担い手の養成を図りました。これが本学の「創基」とされています。その後、紆余曲折を経て、18 8 1 ( 明
治 1 4 ) 年には愛知医学校と改称し、19 0 3 ( 明治 3 6 ) 年には愛知県立医学専門学校に、さらに 19 2 0 ( 大正 9 ) 年には県立愛知医科大学へと発
展していきました。
愛知県、特に日本屈指の大都市となった名古屋市に総合大学を設置することは、地域の人々が長年熱望するところであり、一貫してその必要
性を政府に訴え続けました。そして 19 3 1 ( 昭和 6 ) 年には、愛知医科大学の官立移管により名古屋医科大学が設置され、ついに 19 3 9 ( 昭和
1 4 ) 年、江湖の期待に応えて名古屋帝国大学の創立が実現しました。その巨額の創設費は、全て愛知県からの寄付によってまかなわれました。

卒業生の活躍・そして未来へ
戦争の荒波を乗り越えた名古屋帝国大学は、19 4 9 年に新制名古屋大学として新たなスタートを切ることになります。その後工学部には数々
の学科が設置され、その規模が拡大されて参りました。80 余年にわたる歴史の中で、工学部からはこれまで約 4 . 5 万人の卒業生が巣立ち、
また、博士の学位を取得した人数 (  旧制・論博含む )  は約 5 , 5 0 0 人にのぼります。これら多数の卒業生が科学技術そして産業全体を各所で
支えています。名古屋大学工学部では今後も英才を集め、自由闊達な学風の下、学生と教職員が互いに切磋琢磨する環境を整えての研究教育
を実施します。そして先端技術のみならず社会全体の発展を担い、何よりも人々の幸福に貢献することを志す卒業生を送り出して参ります。
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MESSAGES FROM 
FEMALE FACULTY MEMBERS

MISSION工学系女性研究者の育成 = 新たなイノベーション創出

女性教員からのメッセージ

吉田朋子
大学院工学研究科 
総合エネルギー工学専攻 教授

電気電子、情報、マテリアル、環境・エネルギー、土木・建築デザイン等あ
らゆる産業分野に繋がっています。基礎科学を徹底的に探究し新たな価値を
創出する研究室もあれば、社会実装・応用を重視する研究室もあるので、各
自が好きな学問分野や研究スタイルを自由に選択し易いと思います。また、
工学部では科学技術を通して人を豊かにすることを重視しているためか、柔
軟でポジティブ思考の老若男女（先生・学生）に恵まれているので、お互い
切磋琢磨・協力しながら、自身の成長を楽しめるところも魅力です。工学部
で勉強しながら未来を指向し、私達と一緒に皆さんの夢を叶えませんか？

大学受験生の頃の私は、科学知識や技術を
身に着けて、自分の好きな仕事を一生続け
られたらいいなという漠然とした思いから
工学部を選択しましたが、工学部に進んで
本当に良かったと思っています。工学は、
科学を基盤に化学・生命、機械、航空宇宙、

酒田 陽子
大学院工学研究科 
応用物質化学専攻 教授

から、授業でそれぞれの学問を深く学ぶことで、どの分野が自分に合ってい
るかをじっくりと考えることができます。本学科は、工学部の中でも女子学
生の割合が比較的多いのも特徴であり、男女の垣根なく自分の好きなことに
打ち込むことができる環境が整っています。卒業研究において最先端の化学
実験を通して予想もしない結果が得られるのも大きな魅力の一つです。私自
身も想像を遥かに超える分子の可能性に魅了され今まで研究を続けてきまし
た。皆さんも化学やその周辺分野の魅力を大いに堪能してみませんか。

化学は分子を扱う分野ですが、その内容は
多岐に渡っています。工学部化学生命工学
科は、化学を軸に有機化学、物理化学、無
機化学などの基礎的な学問に加え、高分子
化学、材料化学、生化学など広範囲の分野
を学べるという特徴があります。入学して

次代を担う女性研究者の育成は、大学の重要なミッションです。

様々な施策により女性研究者の割合は増加傾向にあるものの、

工学系分野では極めて低いのが現状です。

こうした課題を改善するために、名古屋大学では

「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ」（特性対応型）の

採択を受け、様々な取り組みをスタートさせました。

中でもワークライフバランスに配慮した研究環境の改善や

女性研究者の裾野拡大は重要な取り組みのひとつです。

名古屋大学大学院工学研究科
博士後期課程女性フェローシップ制度

博士後期課程の女子学生が安心して学修に励めるよう経
済的に支援するとともに、ロールモデルとなる女性教員
との交流の機会を設けます。

工学系女性コミュニティ

工学部建物内に、女性が気軽に集えるリフレッシュス
ペースを設け、工学系女性研究者が研究やキャリア形成、
ワークライフバランス等について、情報交換できる場と
して活用します。

工学女子向けフォーラム等

女子高校生と保護者、高校教師の方々を対象に、女性支
援プログラムの紹介、工学部ＯＧによるパネルディス
カッション、現役女子学生による座談会、研究施設見学
等を実施します。

上野　藍
大学院工学研究科 
機械システム工学専攻　講師

研究する機会を得たことが工学の道に進むきっかけとなりました。高校時代
とは異なり大学での勉強、研究は学びを実際に社会還元するための実践の場
です。また大学は自分の行動次第で可能性は限りなく広がる場所でもあり、
人生の主人公として積極的に人生のデザインができる場所です。機械・航空
宇宙工学科と言っても重厚長大の泥臭いイメージではなく様々な分野を対象
にしており、女性ネットワークも充実しているため、私も試行錯誤しながら
研究、教育、そして子育てと自己実現目指して毎日、奮闘中です！

現在は研究室のミッションである「熱を究
め、地球そして宇宙の未来を拓く」の通り、
宇宙、住居、車、電子機器など幅広い範囲
を対象に研究しています。小学生の頃に宇
宙に憧れ、理学と工学の違いも分からない
まま理系に進学し、学部時代に JAXA で

鈴木 陽香
大学院工学研究科 
電子工学専攻 講師

す。その中でも、電気電子情報工学は現代社会を支える基盤であり、その重
要性はますます高まっています。本学科では電気の基礎から最新の技術や知
識を学ぶだけでなく、最先端の技術に触れながら、問題解決能力や創造力を
磨くことができます。また、実践的なプロジェクトや研究活動を通じて、自
分のアイデアを形にする経験も積むことができます。皆さんが自信を持ち、
自分の可能性を信じることができるよう、全力でサポートしたいと思います。

名古屋大学工学部の卒業生として、また、
教員として、この冊子を手に取ってくれた
あなたが工学に興味を持っていることをと
ても嬉しく思います。工学は創造性や挑戦
を求める分野であり、男女を問わず、多様
で新しい視点やアイデアが常に求められま



計算化学と創薬の融合

私は小野薬品工業株式会社で創薬研究に携わっています｡学生時代には､広範囲な化

学分野を深く学び､4 年次での研究室配属に備えました｡そして分子シミュレーショ

ンの魅力に惹かれ､計算化学への道を歩むことを決めました｡この分野は化学､物理､

数学､生物学の交差点に位置し､実験だけでは捉えきれない微細な現象を解明するこ

とが可能です｡大学院で培った分子シミュレーションの知識は､新薬開発という挑戦

分野で活かされています｡創薬とは､たった一つの薬が多くの命を救う､まさに夢の

ような仕事です｡私は計算化学を駆使して新薬開発の効率を向上させるために挑戦

を続けていきます｡名古屋大学工学部で､必ず､皆さんの心を捉える研究に出会うは

ずです｡

大学院工学研究科　応用物質化学専攻
博士前期課程修了
工学部　化学生命工学科　卒

柴田 果奈
小野薬品工業株式会社　
創薬ケミストリー研究部

卒業生の声

本学科では、「化学」の基礎学問である物理化学、有機化学、無機化学、

分析化学、生化学などを体系的に学び基礎力を養ったうえで、合成化学、

生命工学、材料化学、高分子化学などの学問を修め俯瞰的応用力を身につ

けます。教員・先輩から聞く講義・体験談は迫力があり、3 年生までに強

く惹かれる分野がいくつもみつかることでしょう。4 年生になると研究室

に配属され、卒業研究として世界最先端の化学に取り組む中で、自ら問題

を発見し解決できる、より深化した展開力が身につきます。卒業後、多く

の学生が大学院修士課程に進学しています。化学に基づく総合力に加えて

広い視野と新たな思考力をもつ人材として、卒業生は、化学・材料、食品・

医薬品、電気・エレクトロニクス、自動車関連などの民間企業や、国・地

方公共団体・大学等の研究職へ就職し、あらゆる産業で活躍しています。

最近の OG就職先 (50 音順 )

化
学
生
命
工
学
科

株式会社クボタ、株式会社デンソー、株式会社日本触媒、株式会社日立製作所、日清ファルマ株式会社、トヨタ自動車株式会社、

豊田合成株式会社、日本ガイシ株式会社、パナソニック株式会社、三菱重工業株式会社 など

▲  色の変化をみながら慎重に操作して滴定実験 ▲  クリーンベンチのなかで細胞を培養しています▲  テキストとタブレットを併用して講義に集中しています

研究紹介

学科風景

電子材料や医療への応用を目指した新しい
有機化合物の設計と合成、機能開拓に

関する研究を行っています。

新規化合物の設計と合成
形・サイズ・組成を制御して半導体ナノ粒子
（量子ドット）を化学合成し、光や電子の流れ
を制御できる新しい材料を開発しています。

量子ドットの化学合成
微生物を触媒として使い、

温暖化ガスの効率的な回収や有害廃棄物を
分解 /再資源化する研究を行っています。

微生物で SDGs を実現

化学で生命を
解き明かして作る！

私は “生命の起源にあった最初の遺伝物質は何か？” を明らかにしたく大学院への

進学を決めました。疑問を解き明かすため、研究室で人工 DNA を用いて化学的に

遺伝情報を複製する技術の開発を行っています。実はこの技術は生命の起源の研究

に役立つだけでなく、人工生命を作ることや新たな医薬品を生み出すことにもつな

がります。高校で学んだ化学や生物、物理、数学などが、大学の学びではきれいに

絡み合い、学問としての面白さが幾万にも広がります。その先の研究では本に載っ

ていない “あっと驚く発見” が待っています。私はそんな研究の虜になり、魅力的

な研究があふれる名古屋大学で素晴らしい先生や仲間に出会い、“研究のワクワク”

がとまらなくなりました。みなさんもぜひ仲間になってみませんか？

沖田　ひかり
大学院工学研究科 
生命分子工学専攻　博士後期課程

在学生の声

学科Webサイトは
コチラのQRコードから



挑戦を続ける

私は電子機器メーカのエンジニアとして、製品の設計・開発を行っています。学生

時代に培った知識や新しい技術などを駆使し、よりよい製品を世に送り出せるよう

仕事に取り組んでいます。仕事で難題に直面した際には、とにかく挑戦を繰り返し、

問題解決を目指しています。

男性が多い職場ではありますが、自分の力が活きていると実感しています。名大で

過ごした時間は、今の私を形成する重要なピースとなっています。

大学院工学研究科 電子情報システム専攻
（現 情報・通信工学専攻）博士前期課程修了
工学部 電気電子・情報工学科
（現 電気電子情報工学科）卒

森田 裕美
浜松ホトニクス株式会社　
システム事業部　システム製品設計部
ソフトウエア G

卒業生の声

本学科では私たちの生活を支えている発送電、電力機器・システム、超電

導材料、宇宙計測、ナノテクノロジー、先端エレクトロニクス、ロボット

制御、画像・音声認識、通信・情報システム、情報セキュリティなど、電

気に関わる科学技術分野を基礎から学びます。

座学だけではなく、最新の研究に基づいた少人数での実習実験、卒業研究

を経て、最先端の専門知識と研究遂行能力を身につけます。多くの学生は

大学院へ進学し、研究成果を論文や国内外の学会で発表しています。本学

科の卒業生は、情報通信、自動車、電機、電力インフラ、鉄道・航空・宇宙事業、

金融業など、幅広い領域において、研究開発を行っています。

最近の OG就職先 (50 音順 )

電
気
電
子
情
報
工
学
科

株式会社NTTドコモ、株式会社デンソー、ソニー株式会社、トヨタ自動車株式会社、中部電力株式会社、パナソニック株式会社、

浜松ホトニクス株式会社、富士通株式会社、三菱電機株式会社 など

▲  最先端の光計測機器を使って実験中 ▲  大容量光信号の伝送実験に挑戦▲  NIC 館には名大生が集うカフェがあります

研究紹介

学科風景

知能ロボットやエージェントと人の
インタラクションに

関する研究開発を行っています。

知能ロボットの開発
動きの源となるモータの制御技術、

電気自動車・ロボット・ドローンなどの
システム制御技術に関する研究を行っています。

システム制御
NASAの人工衛星が観測したデータ等を

コンピュータシミュレーションにより解析して
宇宙環境を調査しています。

宇宙環境の調査

🄫NASA

半導体の
最先端研究に挑戦

私は次世代半導体材料として期待される窒化ガリウムを用いたパワーデバイスに関

する研究を行っています。学部時代には基礎的な数学から電気電子情報の各分野に

ついて学び、その中でも半導体に興味を持ったため現在の研究を行っています。大

学院では学部と比較して専門性が高くなり、研究を行う上で困難な課題も多くあり

ますが、先生方や先輩、同期に相談しながら課題解決に取り組んでいます。研究内

容についてだけではなく、研究への姿勢や意義等も学ぶことができ、非常にやりが

いを感じています。

田中 希帆
大学院工学研究科 
電子工学専攻 博士前期課程

在学生の声

学科Webサイトは
コチラのQRコードから



新しい技術に挑戦し続ける

私は産業機械メーカのエンジニアとして、搬送機械の設計・開発を行っています。

学生時代に機械の知識を学び、また、卒業研究では新しい分野へチャレンジするこ

とを体験し、それが現在の製品開発の仕事に大いに活かされています。仕事では多

くの課題について試行錯誤しながら解決し、よりよい製品作りを目指しています。

課題解決のプロセスは、研究室で先生や先輩方からの教えが基礎になっています。

現在は仕事と育児を両立しながら忙しい日々を送っていますが、好きな仕事に携

わっているからこそ日々の充実を実感しています。

大学院工学研究科 機械理工学専攻
（現 機械システム工学専攻）博士前期課程修了
工学部 機械・航空工学科
（現 機械・航空宇宙工学科）卒

山田 文恵
村田機械株式会社
L&A事業部
技術部

卒業生の声

当学科は、超小型精密機械からロボット、自動車、更には航空宇宙機まで、

多種多様で複雑なシステムを創りあげるために必要な基礎・応用技術を探

求する学科です。機械工学と航空宇宙工学に共通する基礎教育の後、専門

教育として根幹となる分野について、最先端の機器と設備を備えた恵まれ

た環境の中で学びます。４年生では細胞培養から人工知能、ロケット燃焼

実験まで、多岐にわたる 25 ほどの研究室のいずれかに所属して卒業研究

を行います。その後、ほぼ９割の学生が大学院修士課程（正確には博士前

期課程）に進学します。大学院は機械システム工学、マイクロ・ナノ機械

理工学、航空宇宙工学の３専攻からなり、研究室はこのいずれかの専攻に

所属しています。博士前期課程の修了後は８割程度の学生が自動車や電機、

精密機械、情報通信などの企業に就職し、活躍しています。

最近の OG就職先 (50 音順 )

機
械
・
航
空
宇
宙
工
学
科

株式会社アイシン、ウエスタンデジタルテクノロジーズ合同会社、川崎重工株式会社、株式会社島津製作所、中部電力株式会社、

株式会社デンソー、株式会社豊田自動織機、日産自動車株式会社、本田技研工業株式会社、三菱電機株式会社 など

▲ 静かで開放感のある学生のための自習スペース▲  広々とした吹き抜け構造の講義・研究棟ロビー

研究紹介

学科風景

仮想空間で物を触った感じを
振動により伝えるため、色々な方向に

振動できる新小型モーターを開発しています。

３次元振動アクチュエーター
ヒトが小さな世界に入り込んだような感覚で

細胞の操作を行う
機械システムの研究を行っています。

ヒトの活動空間を拡張する機械
JAXAの観測ロケットを用いた、
デトネーションエンジンの

宇宙飛行実証の様子です。（右は地球）

デトネーション推進宇宙飛行実験

人々を

幸せにするための

学び

自動車からロケット、家庭用ロボットから工作機械、電子部品から特殊な材料や設

計等、身近なものから普段目にしないものまで、機械・航空宇宙工学分野は多岐に

わたります。社会の至る所で私たちを支えている機械を知り、自分の手で機械を創

るといった、人々を幸せにするための学びの場所が、機械・航空宇宙工学科です。

また、その応用範囲の広さゆえに様々な分野に触れられるのも、この学科の魅力で

す。私は磁気センサの応用に関する研究をしているのですが、機械工学分野だけで

なく医療分野へも展開しつつあり、充実した日々を過ごしています。

大前 緩奈
大学院工学研究科 
マイクロ・ナノ機械理工学専攻　博士後期課程

在学生の声

▲  最新の共焦点レーザー顕微鏡で細胞を観察中

工学部　機械・航空宇宙工学科　卒

学科Webサイトは
コチラのQRコードから



原子力について

学びたい

私がエネルギー理工学科に入った理由は、高校生の時に原子力発電についての授業

を受けたことをきっかけに、もっと深く原子力について学びたいと思ったからです。

大学の授業や実験、見学等のカリキュラム、卒業研究を通して、専門的な知識だけ

でなくエネルギー問題の全容なども考え学ぶことができました。今は安全に原子力

の技術を利用することを目指して仕事に取り組んでいます。

工学部 エネルギー理工学科 卒

内田 菜々笑
電力会社勤務　

卒業生の声

現代社会のすべての活動に不可欠なエネルギーについての教育・研究を

行っています。具体的にはエネルギーに関連する新材料、様々な最先端計

測技術、核融合をはじめとする革新的なエネルギー発生システムなど、幅

広い分野について、基礎から世界最先端の研究までを勉強することができ

ます。社会の中で、エネルギーが関係しない技術分野は少ないことから、

本学科学生は幅広い分野の産業から期待される人材です。卒業後は電力会

社、ガス会社、重電メーカー、エネルギー関連産業など、社会のインフラ

ストラクチャーを支える分野や、自動車産業、電機メーカーなどの製造業、

商社や IT 関連メーカーなどで活躍しています。

最近の OG就職先 (50 音順 )

エ
ネ
ル
ギ
ー
理
工
学
科

株式会社デンソー、ソニー株式会社、中部電力株式会社、テルモ株式会社、東海旅客鉄道株式会社、株式会社野村総合研究所、

トヨタ紡績株式会社、富士フィルムビジネスイノベーション株式会社、三菱電機株式会社など

▲  流体の三次元画像計測にチャレンジ！ ▲  グループディスカッションの様子▲  大規模シミュレーターを活用した教育・研究

研究紹介

学科風景

創エネ、省エネ、蓄エネに向けた
最先端材料開発を行っています。

エネルギー材料
核融合炉の実現に向けて、

実験と計算機シミュレーションの両面から
研究を進めています。

エネルギーシステム
中性子を使って難治性がんを退治する研究を

行っています。

エネルギー応用

省エネに繋がる
新しい材料を
つくりたい

エネルギー理工学科の魅力の１つは、関連する分野を幅広く学べることだと思いま

す。私はエネルギー問題に関心がありこの学科に入りましたが、当初は興味の対象

が絞れていませんでした。しかし様々な授業や実験を通してエネルギーを変換する

材料の開発に興味が湧き、材料分野でエネルギー問題の解決に貢献したいと考える

ようになりました。いま研究室では、低温・高温のどちらの環境でも容量が変化し

ない電気自動車向けのキャパシタの開発に取り組んでいます。困難な課題も多くあ

りますが、周りの環境に恵まれ、とても充実した研究生活を送れています。

名田 遥香
大学院工学研究科 
エネルギー理工学専攻 博士課程前期課程

在学生の声

学科Webサイトは
コチラのQRコードから



名大工学部の情報はこちらからチェック！

名古屋大学 工学部 受験生応援スペシャルサイト
https://www.engg.nagoya-u.ac.jp/door/

名古屋大学工学部　受験生の方へ
https://www.engg.nagoya-u.ac.jp/prospective/

出願～合格発表の流れ

※学校推薦型選抜と一般選抜は併願可能で、女子は更に学校推薦型選抜での女子枠・一般枠の併願ができます。

（令和 6年度入学者の例です。令和 7年度については最新の情報「名古屋大学 受験生応援サイト」をご確認ください）

学校推薦型選抜

一般選抜

１月2024 年 ２月2024 年 ３月2024 年

1月22 日~ 2月2日
出願期間

25 日~ 26日
個別学力検査

8日
合格発表

14 日~ 15日
入学手続

13日 ~ 14日
大学入学共通テスト

入学手続
14 日~ 15日16日 ~ 19日

出願期間 7日9日
13日

第一次選考
結果通知 第二次選考

合格発表

ものづくりに興味がある、科学が好き、そんな理工系に興味ある学生の受験をお待ちしてます

入学試験について

https://www.nagoya-u.ac.jp/admissions/index.html

名古屋大学 受験生応援サイト

入試に関する最新情報・詳細につきましては「名古屋大学 受験生応援サイト」をご覧ください。
なお、令和 7 年度推薦入試では化学生命工学科および機械・航空宇宙工学科においても女子枠を設定します。

https://www.nagoya-u.ac.jp/admissions/exam/upload
/r7_Engineering_news.pdf

令和７年度以降の工学部化学生命工学科および
機械・航空宇宙工学科における学校推薦型選抜の変更について

お問い合わせ先アクセス

名古屋大学 教育推進部 入試課
464-8603 名古屋市千種区不老町 本部 2号館
TEL : (052)789-5765
Email : nyuusi@t.mail.nagoya-u.ac.jp

名古屋大学 工学部 電気電子情報工学科
464-8603 名古屋市千種区不老町 IB 電子情報館北棟 1階 117 号室 電気系事務室
TEL : (052)789-3643
Email : jimu@nuee.nagoya-u.ac.jp

名古屋大学 工学部 化学生命工学科
464-8603 名古屋市千種区不老町 工学研究科 1号館 2階 208 号室 化学生命系事務室
TEL : (052)789-4276
Email : kou-kaseijimu@t.mail.nagoya-u.ac.jp

名古屋大学 工学部 エネルギー理工学科
464-8603 名古屋市千種区不老町 工学部 5号館 233 号室 エネルギー系事務室
TEL : (052)789-3399
Email : qjuken@energy.nagoya-u.ac.jp

名古屋大学 工学部 機械・航空宇宙工学科
464-8603 名古屋市千種区不老町 工学研究科 2号館 343 号室 機械・航空宇宙系事務室
TEL : (052)789-3301
Email : mae_jimu@mae.nagoya-u.ac.jp

金山駅

新幹線
JR 線

名城線

東山線

JR 線

近鉄線
あおなみ線

中部国際空港

千種駅
栄駅 本山駅

名古屋大学駅

名古屋駅

JR 線

名鉄線

( 約 20 分 )

( 約 60 分 )

全般的な入試に関する情報は受験生応援サイト（本ページ上部参照）をご確認の上、
教育推進部入試課にご連絡願います。

名古屋市営地下鉄 名城線
名古屋大学駅 3 番出口

（左上） 豊田講堂
（右上） 博物館
（右下）名古屋大学駅 2 番出口

名古屋大学工学部
https://www.engg.nagoya-u.ac.jp/

名古屋大学工学部　紹介動画サイト
https://www.engg.nagoya-u.ac.jp/video/


